
▲玉野放課後児童クラブも入っています。 ▲事務室(元職員室を利用)

▲調理室▲体育館(外の別玄関より出入りします）

【市報・おばなざわ 2021.５.15】－❽【市報・おばなざわ 2021.５.15】－❽❾－【市報・おばなざわ 2021.５.15】❾－【市報・おばなざわ 2021.５.15】

大
豆
・
そ
ば
・
飼
料
用
米
を
生
産
し
、

特
徴
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
農

業
者
・
生
産
組
織
を
表
彰
す
る
「
山
形

県
グ
ッ
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」。

令
和
２
年
度
の
「
そ
ば
部
門
・
個
人
の

部
」
で
髙
橋
良
一
氏
が
県
知
事
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
髙
橋
氏
は
平
成
22
年
か

ら
そ
ば
作
り
を
始
め
、
現
在
で
は
耕
作

面
積
が
40
ha
ま
で
に
拡
大
。
昨
年
度
は

高
性
能
の
播
種
機
を
導
入
し
、
低
コ
ス

ト
で
生
産
能
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
収
穫
量
が
増
大
し
ま
し

た
。
花
や
野
菜
の
苗
な
ど
を
作
り
な
が

ら
、
人
件
費
を
か
け
ず
一
人
で
そ
ば
の

耕
作
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
今
後
も

体
力
が
続
く
限
り
続
け
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
月
10
日
、
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
イ
ト

㈱
(芦
沢
)が
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
無
償
で
市
庁
舎
内
で
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
用
の
抗
菌
剤
塗
布
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
薬
剤
に
は
人
体
に
無
害

な
最
新
の
も
の
が
使
用
さ
れ
、
受
付
窓

口
や
椅
子
、
ト
イ
レ
等
に
、
丁
寧
に
薬

剤
を
噴
霧
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
作
業
に
よ
り
、
皆
様
に
安
心
し

て
市
役
所
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
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▲そば作りは「工夫次第で収穫量を上げられ
るのが魅力」と語る髙橋氏。遊休農地を畑に
戻すことで農地維持にも役立っています。

ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
㈱

市
役
所
で
抗
菌
剤
塗
布
実
施

グ
ッ
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
で

髙
橋
良
一
氏
(横
内
)が
県
知
事
賞
受
賞

▲４月10日市役所内で抗菌剤塗布作業を実施。

４
月
28
日
よ
り
、
サ
ル
ナ
ー
ト
を
会

場
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
集
団
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
方
か
ら
接
種
開
始
と
な

り
、
初
日
の
28
日
は
267
人
が
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

に
合
わ
せ
て
順
次
接
種
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
開
始

令和２年３月に閉校した旧玉野中学
校校舎を活用するため、玉野地区公民
館を移設。教室や体育館などの学校施
設を有効活用し、地区民が集いやすく
使いやすい施設になりました。

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
玉
野
地
区
公
民
館
は
、
玉
野
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

と
し
て
昭
和
53
年
12
月
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
築
43
年
と
な
り
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
、
閉
校
と
な
っ
た
玉
野
中
学
校
校
舎
へ
移
転
し
、
新
た

な
玉
野
地
区
公
民
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

４
月
９
日
、
地
区
の
代
表
者
等
を
招
い
て
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
こ
れ

か
ら
も
玉
野
地
区
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
お
よ
び
地
域
と
行
政
と
の
橋
渡
し
を
行
う

機
関
と
し
て
、
玉
野
地
区
の
皆
さ
ん
の
手
助
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲４月９日に行われたオープンセレモニー。

大
賞
(◎
）、
優
秀
賞
(〇
)作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
※
敬
称
略

【俳
句
の
部
（
応
募
数
４
千
68
作
品
】

◎
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
く
る
雪
女

ル
ー
ク
（
東
京
都
)

○
初
雪
や
｢あ
っ
｣｢ほ
ら
｣と
声
か
さ
な
り
て

鴨
川

紡
（
兵
庫
県
)

○
こ
の
宿
の
こ
の
椅
子
が
好
き
雪
明
り

原
田

れ
い
子
（
山
形
県
)

【恋
文
の
部
（
応
募
数
１
千
59
作
品
】

◎
孫
か
ら
カ
イ
ロ
を
送
っ
た
と
嬉
し
い
電
話
が
入
り
玄
関

の
雪
掻
き
を
し
、
心
に
も
貼
ろ
う
と
居
間
で
茶
を
啜
り

待
ち
ま
す
。
ピ
ン
ポ
ン
と
宅
配
便
、
疲
れ
た
足
腰
に

オ
ッ
コ
ラ
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
と
声
掛
け
し
て
出
た
の
に
無

慈
悲
な
不
在
票
。
孫
心
は
午
後
の
便
ま
で
お
預
け
で
、

爺
は
玄
関
に
座
り
待
つ
こ
と
に
し
ま
す
。

今
野

芳
彦
（
秋
田
県
)

○
も
ち
米
が
準
備
し
て
あ
る
。
年
末
の
餅
つ
き
は
長
男
の

仕
事
な
の
だ
。
元
旦
、
市
販
の
餅
を
こ
っ
そ
り
雑
煮
に

入
れ
る
。
今
年
の
餅
は
柔
ら
か
い
、
と
微
笑
む
父
と
母
。

六
十
肩
の
息
子
は
杵
が
持
ち
上
が
ら
な
い
ん
だ
よ
。
二

人
の
中
で
は
未
だ
に
高
校
生
の
息
子
。
も
ち
米
を
ト
ラ

ン
ク
に
、
詫
び
つ
つ
雪
道
を
帰
る
。

恍
惚
爺
（
兵
庫
県
）

○
信
号
が
青
に
な
り
、
そ
ろ
り
と
発
進
し
た
つ
も
り
だ
っ

た
。
車
が
横
滑
り
し
て
旋
回
す
る
。
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む

と
ス
ピ
ー
ド
が
増
し
た
。
ダ
メ
だ
！
降
り
し
き
る
雪
の

中
か
ら
夫
の
声
が
し
た
。「
ブ
レ
ー
キ
か
ら
足
を
離

せ
！

落
ち
着
け
！
」
縁
石
に
乗
り
上
げ
て
止
ま
っ
た
。

私
は
空
に
夫
を
探
す
。

け
い
（
山
形
県
)

雪
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
結
果
発
表

第
20
回

▲小会議室▲大会議室


